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Center own cording routines of input data processings for the open batch processing

operation by amiddle scale computer are developed to enhance the machine operating e氏ciency.

All operations, such as registrations or cancels of jobs and re)'ections of illegal input data,

canbe commanded by user throughthe card reader. Logical checks of registrating jobs, the

job schedtuling, input data error processings,and the output writing of character figures on the

header sheet are also supported by this system.
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最近,各企業の電子計算境遇用部門等では,電子計算

機システムの大型化により,運用費にしめる人件費の割

合が大きくなっている1)｡また,大学の大型電子計算機

-ヒンタ-でも,システムの大型化に伴う人手不足,人件

費の高騰などによりそれを運用する人手をどう確保する

かが問題とされている｡

そこで,センター側の省力化と共にターンアラウンド

･タイムを短縮するための方法として,オープン･バッ

チ処理方式が考えられる｡それらは,キャフェテリア方

式,東大方式など,大型電子計算機センターで大規模な

システムで実施されている2).大規模なシステムの場合

紘,省力化に伴うメリットは大きく,また,システムを

運用するために必要な1)ソースにも十分な余裕があり,

さらに重要なことはそれを運用できるだけの繁力な OS

が備わっている｡

一方,ここに述べるものは,中規模以下のシステムで

あり,リソースにも制限があり,また, OSもそれにた

えうるだけのものではない｡

したがって,現行の処理能力を減退させることなく,

最も良い方法を開発する必要があった｡

2.システムの概要■
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ユーザ･オウン･コードルーチンの利用により,カ

ード入力処理の段階で,必要なルーチン群をジェネレー

トし,後続処理に対するインターフェイス的な役割をは

たすことである｡使用する電子計算横のメモリ上の制限

から本システムでジェネレートされるルーチンはすべて

バッチ処理で行うものとし,その処理ルーチンは,

500ms以下にて実行できるものとした｡

また,本システムに投入する以前の問題として,後述

するスケジューリンゲのために,ジョブの実行状態(CP

uタイム,メモ7)使用量)に応じて, Table1のように

5種掛こ分け,実行時間の短いものほど優先度を高くし

ている｡

また,これら5種炉のジョブに対するコントロール･

パラメータ群は,カタログド･プロセデュア内に登録

し, 2,3枚の.ミラメータ･カードでもってそれに代えて

いる｡

なお,これは, H-8450 (EDOS-MSO)システムの下

で,運用Lているものであり, Fig･1に入力処理システ

ム構成を示す｡

3.基本的な桟離

3.1入力リーダ･オウン･コードルーチン

メモ1)に常駐し,このシステムの基本部となるもの

で,入カ1)-ダとのインターフェイス的役割をし,デー
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Table 1 De丘nition of job
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Fig. 1 Input data processlng System

タ入力の状態により,種々のルーチンをジュネレートし

ているものであり, Fig. 2にその構成をフt]-チャート

で示す｡

3.2 イ=シャライズ･ル-チン

入力リーダ･オウン･コードルーチンに属し,入力リ

ーダから受け取るべきデータの事象を択めるものであ

り,その決められた事象に従って,各入力リーダから情

報の受け渡しが行われる｡また,事象としては,カード

･

1)-ダからのデータの入力に対して,原始データの入

力前とエラーチェックの前,磁気ディスク･ファイルか

らの入力は,原始データの展開後,それぞれ情報の受け

渡しが行われる｡

3.3 幹理ミス訂正ルーチン

ここでいう論理ミスとは,一定の限られた規則を持た

せ,その条件に反したものをいい,それらはすべてエラ

ーとみなす｡ただし,特別なものは,コントロール用パ

ラメータを入力することによって,条件に反することを

許している｡

エラーと判定されたジョブで,訂正可能なものは,級

続する.くラメ-タを訂正することによって,実行可能な

状態をこして,入力1)-ダにデータを渡し,訂正不可能な

ものは,エラーの種類を明示して,利用者に通知するた

め--ドコピーを出力するルーチンに制御を渡す.

3.4 ジョナ状態表示用データ挿入ルーチン

ここでは,利用者が使用するジョブ名称が,すべて,

カタログされた統一的な名称であるので,一意的に判別

することが不可能なため,それを,一意なものに判別で

きるデヤタを挿入し,また,後述のジョブ･スケジュー

ルのための,入力日付,受付番号等のデータも付加して

いる｡なお,ジョブの状態表示はすべてコンソール･デ

ィスプレイにて行うものとしているu

3.5 入力データ剖除ルーチン

入力装置によってデータ入力途中,データのエラー,論

理ミスの発見,またほ,ミスIJ{ンチ等でジョブの入力を

中止したい場合,入力装置から▼♯♯ CANCEL ♯♯▼

のパラメータ･カードを入力することによって,すでに
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Fig･ 2 Own cord routines of input reader
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入力したデータを含めて,そのジョブを削除することが

できる｡

3.6 コマンド･シミュレーション･ルーチン

オウンコード･ルーチンから,イニシエーション時に

ジェネレートされるもので,常駐入力リーダ,常駐出力

ライタ,イニシエータの起動を,コマンド･シミュレー

ション機能によって実行するもので,人手の介入を極力

さけるために行なっている｡それらは通常,コンソール

のみ,発行できるコマンド群である｡

3.7 エラー処理ルーチン

データ入力がセルフサービス方式であるため,入力さ

れたデータは,すべて実行結果が得られると理解されが

ちであるが,実際には,コントロール･パラメータ等の

ミスにより,なにも実行されない場合がある｡

それらのために,明らかにミスと判断できる入力デー

タに対しては,エラーの種別を明示した出力メッセージ

(Fig.3参照)､を出し,また入力スタックエ1)アに登録

せずにそれらの入力データ群は削除してしまうことを目
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的としている｡

3.8 花文字出力ルーチン

演算結果は,各ジョブごとに出力されるが,その区切

が解りにくく,また,各ジョブごとの登録所有者も判別

しにくいため,ジョブの初めに,花文字のタイトルを出

力(Fig14参照)するものである.

4.スケジューリング

4.1スケジューリングの目的および条件

a･システム･ 1)ソースを有効に使用し,マルチ･プ

pグラミングの効果を上げるため.

b･入力するジョブを5クラスに分け,原則として各

クラス毎にArst in first outとする｡

れ!.p4'b:O2★ #り9/02/761 ★拝*汁★

このため,優先度の低いジョブは沈み込み現象が起こ

る可能性がある｡それをスケジューリングによってカバ

ーする｡

c.単位時間内に,各ジョブクラスに対して平均的サー

ビスをする｡

I
A.ジョブスケジュー1)ングのためのオペレータの介

入は極力少なくする｡

-e.現行OSの捺能を最大限活用し,スケジュー1)ン

グのために専有するメモリ量を2KB以内とする｡

f.現行OSのもとで,入力スタック以後のスケジュー

リングは,オペレータの介入を要し,実行時ダイナミッ

クに最適スケジューリングすることは,事実上困難であ

る｡よって,入力スタック以前にスケジュー7)ングを行

う｡
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4.2 スケジューリングの方法

以下,スケジューリングの概要を示す｡

(1)マルチ･プログラミングの効果を考慮する方法

入力スタック･ファイルに登録する方法として,下記

の条件式Ⅰ
･

Ⅰにより行う.ただし,それぞれのジョブ

はシステム･ワークファイルを使用するため,クラス分

けした時点でコントロール･パラメータを一部変更する

必要がある｡

条件式Ⅰ αlAl+α2A2≦β (α1Cl+α2C2)

(Aクラスに登録する条件)

条件式I alAl十α2A2>β ( α1Cl+α2C2)

(Cクラスに登録する条件)

Al:Aクラスexpressジョブ数

A2: ′/ それ以外のジョブ数

Cl:CクラスexpresSジョブ数

C2: // それ以外のジョブ数

α1:統計データに基づく Al, Clジョブの数

α2. // A2, C2ジョブの数

β:実行時間の比例係数
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(2)サービス時間が平均化する方法

入力スタック時,サービス時間が平均化するように入

力順にグループ分けする｡各グループ内のジョブは,同

一のプライオ1)ティを持たせ,グループ毎にプライオ1)

ティを1ずつ減らしていく｡

たとえば,ジョブの種類を, Al, A2,.A3とすると,

3つのジョブにそれぞれグループ内の構成数を決め,そ

れぞれの条件を満足するまで,同一プライオリティとす

るものである｡

(3)ジョブ種別によるジョブ･クラスの規格化とオペ

レータ･コマンドによるスケジューリング

過去の統計データに基づいて,ジョブ種別によりジョ

ブクラスの境格化を行う｡

しかし, Fig.5のとおり, 11月-3月上旬の電子計算

機稼動率は,非常に高く,この期問内に投入されたジョ

ブでプライオリティの低いものは,沈み込み現象を起こ

してしまう.これをある一定の条件により,オペレータ

コマンドで救うものである｡

しかし,これはオペレータの介入を必要とする欠点が

ある｡
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の介入を必要とする｡

したがって,ジョブを入力する以前でジョブ種別によ

りジョブクラスの規格化を行い,プライオリティを決め

るとする(3)の方法が,現在では最良の方法である｡よっ

て･本ジステムは(3)の方法によって,スケジュー7)ング

を行うこととした｡

4 5 6 7 8 9 -0 l1 12 1 2 3

Month

Fig･ 5 Distribtion of computer idling time

4.3 上記(1),(2),(3)に対する問題点と結果

(1),(2)について,オペレータの介入を要しないという

利点はあるが11月-3月上旬(Fig.5参照)におけるプ

ライオリティ最低位のジョブが沈み込み現象を起こし,

それを救うには現行OS下では,オペレータ･コマンド

しかないという欠点がある｡

これについては, (3)も同様である｡

結局, Fig･5のとおり,実際にスケジューリングを必

要とするのは, 11月-3月上旬であり,この期間は(1),

(2),(3)の方法,いづれも多少の差異はあるが,プライオ

リティ最低位のジョブの沈み込み現象は避けられないも

のであり,いずれの場合も現行のOSでは,オペレータ

5.結 音

大境模システムにおけるオペレーションの省力化は現

在･多種開発されているが,中規模以下のシステムにお

いては･省力化によるメリットも,大きくは得られない

し,そのクラスのシステムでは,それを実行するだけの

強力なOSが具備されておらず,リソースもシステム運

用以外に余裕がないのが現状である｡

したがって･中規模以下のシステムにおいては,どう

しても人手によって処理しなければならない｡

しかし,人件費の高騰,人手不足のために現員に対す

る労働の負荷が多くなるのはさけられない｡

本システムは,中規模以下におけるオープン･バッチ

方式による入力処理を行うために開発したもので,それ

により,ジョブ入力に関するオペレーションが,すべて

カード･リーダから実施できる｡

それにより,入力処理の省力化,システム効率の向上

が得られるものである｡
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